
日本語リテラシー研究センター主催 

「第九回静岡産業大学俳句コンテスト」 

入賞者決定 
 

 

日本語リテラシー研究センター主催「第九回静岡産業大学俳句コ

ンテスト」の入賞者が、以下の通り決定致しました。 

応募者総数は 2,061人（一般の部 383名・学生の部 1,678名）、

お寄せいただいた俳句の総数は 5,570句にのぼりました。たくさん

の御応募ありがとうございました。 
 

 

 

【一般の部】 
 

 

 最優秀作品  

 
 

○有馬賞〔元文部大臣、静岡産業大学学事顧問有馬朗人賞〕 
 

大
おお

寺
でら

の月の宴
うたげ

の馬
ば

頭
とう

琴
きん

        伊賀和子 浜松市中区 

 

○松井賞〔静岡新聞社・静岡放送会長賞〕 
 

就活の娘
こ

の靴磨く年の暮         稲川正幸 大垣市丸の内 

 

○鷲崎賞〔静岡産業大学学長賞〕 
 

神童のその後はいかに雲の峰    合志紗里衣 横浜市磯子区 
 

 

 

 優秀賞  

 
 

底見せて暴れ天竜冬ざるる       杉山ますゑ 藤枝市末広 

 

鑿
のみ

研
と

ぎて終
しま

ふ一
ひと

日
ひ

や寒の月     矢部輝夫 牧之原市大江 

 

 

 



 佳 作  
 

おほらかに鳴く鷹の声三
み

河
かわ

晴
ばれ

    今北 渚 宝塚市山本野里 

猪
しし

猟
りょう

師
し

どさりとカフェの椅子に銃  中川 望
のぞむ

 豊中市刀根山 

電線に縛られぬ空鷹渡る    水野大
たい

雅
が

 名古屋市昭和区 

国
くに

言
こと

葉
ば

弾
はず

む山小屋星明り      鈴木清恵  前橋市南町 

冬薔
そう

薇
び

老
おい

には老
おい

の自負のあり   鈴木咲子  磐田市大立野 

 

 

 

 

 

  

【学生の部】 

 
 

 最優秀作品  

 
 

○有馬賞〔元文部大臣、静岡産業大学学事顧問有馬朗人賞〕 
 

改札を通れば香る金
きん

木
もく

犀
せい

       手嶋真
ま

桜
お

 宮城県柴田農林 

       
 

○松井賞〔静岡新聞社・静岡放送会長賞〕 
 

雪の富士どこから見ても吾
われ

に向く  ガレイ プラミット 
 

Ａ．Ｃ．Ｃ．国際交流学園 

 
 

○鷲崎賞〔静岡産業大学学長賞〕 
 

からくりの囃
はや

子
し

に合わせ山
だ

車
し

を曳
ひ

く  太田佳
よし

秀
ひで

 静岡産業大学 

         



 優秀賞  
 

 

冬すみれ辞書のあいだに遺
のこ

されて       豊冨瑞
みず

歩
ほ

 愛光 

星の墜
お

つるまでを待ちたり夜
よ

鳴
なき

蕎
そ

麦
ば

  原野美
み

優
ゆ

  桜美林大学 

家なりし瓦
が

礫
れき

の上に星
ほし

冴
さ

ゆる     桐生莉
り

緒
お

 東京都立日比谷 

菜の花忌
き

思いを馳
は

せて坂上
のぼ

る    多田菜々子 徳島県立脇町 

 

 

 佳 作  

 

麗
うらら

かや屈伸をする警備員       渡辺有
あり

咲
さ

 北海道大学 

福笑ひ鼻の行
ゆくえ

方に皆笑う     神谷朱
あか

音
ね

 静岡県立浜北西 

ピストルの響く新樹のグラウンド  阿部理
り

緒
お

奈
な

 宮城県柴田農林 

千代の春折り目をつけてふり返る  阿久津優太 本庄第一 

夜
よ

神
かぐ

楽
ら

や昔
せき

人
じん

伝う白い声    小梁直希  静岡県立清流館 

サングラス君の視線に蓋
ふた

をする  三木万
ま

里
り

佳
か

 鹿児島県立松陽 

冬の風浴びた青竹編まれけり     上野
う え の

淳
あつし

  東京理科大学 

手の波でおふねとアヒルが水遊び  保
ほ

手
て

希
のの

颯
か

 徳島県立脇町 

夜
や

半
はん

の句読みたり滝を見上げつつ  小林陸
りく

人
と

 福岡県立丸岡 

短
たん

日
じつ

の灯
あかり

のともる幼稚園    佐藤朋
とも

花
か

 静岡県立静岡商業 


